
 

令和 7 年度事業報告書 

令和 7年 4月 1日 から 令和 8年 3月 31 日まで 

Ⅰ．概況説明（令和 7 年度） 

1. 道の駅よつくら港について 

令和 7 年度、道の駅よつくら港は、地域交流と観光振興の拠点として、

引き続き多様な取り組みを展開しました。例年通り地域イベントの開催や

施設運営の工夫を通じて、地域住民や観光客との交流を深めてまいりまし

た。 

また、施設内の直売所では地元の食材を中心にして展開を行い、2 階フ

ードコートでは、地元の新鮮な魚介類、野菜類を使用した料理を提供する

など多様なニーズに対応しております。 

2. いわき市の施策との整合性について 

いわき市では、教育・防災・医療などに重点を置いた「人づくり日本一」

の実現を目指しています 。 

 「地域を学べる場」としての機能強化（教育・人づくりへの貢献） 

 地元産品の販路拡大・ブランド力向上（地域経済の持続性） 

 地域の防災・減災拠点としての整備（安心・安全な街づくり） 

道の駅よつくら港では、この方針に寄り添い、「広域観光客を呼び込む

経済の顔」としての役割を果たしつつ 、いわき市が目指す「安心・安全で

人が育つ持続可能な社会」を足元から支えるパートナーとして、非常に高

い整合性を持って運営されています 。 

 

 

 

 

 

 



 

Ⅱ．事業実施の報告 

1. 特定非営利活動に係る事業 

(1) 農林漁業による地域の活性化を図る事業 

① 「常磐もの」ホッキ貝 PR 活動の推進 

 原子力発電所の事故に伴う風評被害や処理水放出の影響に苦し

む地元の水産業生産者を支援するため、本年も 6 月より「ホッ

キ PR 活動」を開始いたしました。地産地消の推進および水産物

の消費拡大に向けて、継続的な販売・普及活動を展開いたしま

した。 

② 他地域との交流を通じた地域産業の振興 

 6 月 7 日・8 日には奥会津の「会津三島町工人祭り」に参加し、

地域間交流および特産品の普及に努めました。 

 3 月には「田村市うまいものフェア」を当駅にて開催し、他地域

の魅力ある食材を紹介することで、広域連携による地域活性化

を推進いたしました。 

 

(2) まちづくりに関する他団体、行政、企業等との活動提携による地域活性化

事業 

① 東日本大震災遺児孤児支援事業 

 未来を担う子どもたちを温かい愛で育み、支援することを目的と

して、当法人が管理する拠点の維持管理に努めました。 

 8 月 11 日〜15 日には、道の駅よつくら港大型テントにて「ねぶた

展示」を実施し、来訪者へ復興の歩みを伝えました。 

 9 月には「第 2回道の駅よつくら港凧あげ大会（前夜祭含む）」を

開催し、地域住民や被災地域の子どもたちとの交流を深めました。 

② 東日本大震災 3.11 祈りの集い事業の支援 

 令和 8 年 3 月 11 日、東日本大震災の追悼慰霊

祭を道の駅よつくら港ふれあい広場にて執り

行いました。当日は市長もお立ち寄りになり、

多くの市民の皆様と共に午後 2 時 46 分に黙祷

を捧げ、深い追悼の意を表しました。 

③ その他、まちづくり、地域活性化活動への参画 

 5 月： 「GW こども祭り（自衛隊・メダカすくい・フリーマーケット）」

や「生産者フリーマーケット」を開催いたしました。 

「四倉諏訪神社例大祭」では子供神輿の運行に協力いたしました。 

 8 月： 「いわきよつくら花火大会」へ協賛いたしました。 



 

 9 月： 広場にて「いわき DE YOSA 来い！秋祭り」を開催いたしまし

た。 

 10 月： 子どもたちの笑顔と交流の場として、恒例の「ハロウィン子供

祭り」を開催いたしました。 

 11 月： ふれあい市民会議主催の「四倉さかな祭り」へ協賛いたしまし

た。 

また冬季観光振興の一環として「イルミネーション」の点灯を開始いた

しました。 

 12 月： 利用者への日頃の感謝を込めて「歳末感謝大抽選会」を開催い

たしました。 

 1 月： 新春企画として来訪者へ「初売り甘酒おふるまい」を実施いたし

ました。 

地元の四倉小学校 6 年生による「東南アジア洪水義援募金活動」の場を

提供支援いたしました。 

 2 月： 会津三島町の伝統行事「雪と火の祭り」に参加、「あら汁」のお

振舞いをいたしました。 

 

(3) 道の駅よつくら港の運営 

 1 階直売所においては、地元の新鮮な野

菜・果物や地元産品、『道弁（みちべん）』

お弁当の拡販に努め、他の同業者との差

別化を意識した活動を展開いたしまし

た。しかしながら、ガソリン代高騰にともなう「ドライブ頻度」

の抑制や、大型施設への客足集中と偏在の影響を受け、来場者数

は前年度比 3.5%減（6,480 人減）となりました。 

 2 階フードコートにおいては、海の見える

カウンター席や 2 階デッキの PR、季節ご

との新メニューの導入などを実施いたし

ましたが、原材料高騰にともなうメニュー

価格の調整の影響もあり、入込数は前年度

比 4.2%減（4,760 人減）にとどまりました。 

 【その他の活動】 

 顧客満足度の向上と迅速なクチコミ対応 

 館内各所に設置したアンケート用紙（年間を通じて貴重な意

見を多数受領）、インターネット・SNS 上でのクチコミ評価の

収集を関係者間で徹底して共有しました。 



 

 特にネット上のクチコミに対しては、迅速かつ積極的な返信

活動を行い、毎月の店舗会議において報告・確認を行うことで、

店舗サービスの品質改善に直結させました。 

 多様な働き方の推進と法令遵守 

 慢性的な人手不足の情勢下において、働き方改革関連法案の

法令遵守を徹底いたしました。 

 高齢者の積極的な雇用や、子育て世代の従業員が仕事と家庭

を両立しやすい柔軟なシフト作成などを考慮し、誰もが働き

やすい職場環境を推進してまいりました。  

 

(4) まちづくりに関する公共施設の管理、運営事業 

① 道の駅よつくら港漁港施設管理業務委託 
道の駅よつくら港の漁港施設の維持管理に努め、安定した施設管理と環

境美化活動を推進いたしました。 
 

② 道の駅よつくら港情報館指定管理 

道の駅よつくら港情報館は、いわき市から委託され、道の駅利用者の利

便性と情報提供を図ってまいりました。 

 【施設安全管理・環境衛生の徹底】 
 来訪者に安心・安全かつ快適に施設を利用していただくため、定期的な

館内清掃および屋外トイレの定期清掃を徹底して行いました。 
 また、環境衛生を保つための「害虫駆除（年 2 回）」を計画通り実施し

たほか、EV（電気自動車充電器）、ガス、AED（自動体外式除細動器）

の各法定点検を適切に執行し、万全な安全管理体制を維持いたしました。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 

Ⅲ．事業の実施に関する事項（実績一覧） 

1. 特定非営利活動に係る事業（定款に基づく事業実績） 

定款の事業名 事業内容 実施日時 実施場所 
従事者

の人数 

受益対

象者の

範囲 

支出額事業費 

(千円) 

農林漁業による地域

の活性化を図る事業 

海山味寄港他 

ホッキＰＲ 

R7.6.1 

～ 

R8.1.31  

いわき市 

四倉町 
3 人 

い わ き

市内外 
90 

まちづくりに関する

他団体、行政、企業等

との活動提携による

地域活性化事業 

明日をひらく人づく

り事業他  

R7.6.1 

～ 

R8.2.28 

福島県 

三島町 
11 人 

い わ き

市内外 
489 

その他事業 

R7.5.1 

～ 

R8.3.31 

いわき市 

四倉町 
5 人 

い わ き

市内外 
156 

まちづくりに関する

公共施設の管理、運

営事業 

道の駅よつくら港 

漁港施設管理業務委

託 

R7.4.1 

～ 

R8.3.31 

いわき市 

四倉町 
3 人 

い わ き

市内外 
3,630 

道の駅よつくら港 

情報館指定管理 

R7.4.1 

～ 

R8.3.31 

いわき市 

四倉町 
2 人 

い わ き

市内外 
8,917 

まちづくりに関する

広報誌、情報交換、情

報発信事業 

ホームページ、イベ

ント等の交流広報活

動 

R7.4.1 

～ 

R8.3.31 

いわき市 

四倉町 
2 人 

い わ き

市内外 
297 

 

2. その他の事業（物品販売・施設管理運営実績） 

定款の事業名 事業内容 実施日時 実施場所 
従事者

の人数 

受益対

象者の

範囲 

支出額事業費 

(千円) 

物品の販売事業 
道の駅よつくら港 

交流館直売所 

R7.4.1 

～ 

R8.3.31 

いわき市 

四倉町 
13 人 

い わ き

市 

内外 
60,020 

施設管理運営事業 
道の駅よつくら港 

交流館 

R7.4.1 

～ 

R8.3.31 

いわき市 

四倉町 
13 人 

い わ き

市  内

外 
56,006 

 

Ⅳ．損益の概況 

1. 特定非営利活動に係る事業 

     今後も安定して事業を継続するために、会員の減少防止と拡大活動に加えて、

活動事業の「選択と集中」「実施方法の見直し」が不可欠であると考え適宜適

切に対処をしてまいりました。 

 

2. その他の事業 

 その他の事業におきましては、道の駅よつくら港の運営事業の安定収益確保

とその創出のための施策の実行が最大の重要事項であり、売上拡大策・コスト



 

改善策の両輪で経営活動を行ってまいりました。 

売上拡大策としては、SNS の積極的活用を通じて当駅の特徴である『道弁（み

ちべん）』をはじめ地元野菜果物、その他地元産品の販売拡大策の実施と、フー

ドコートの特徴を PR した集客増活動を継続して取り組みました。 

 

3. 損益の結果 

上記の活動の結果、経常収益は 152,030 千円、前年比+601 千円(0.4%増)、当

期正味財産増減額は 16,028 千円 前年比+3,221 千円(25.2%増)、次期繰越正味

財産額は 85,788 千円 前年比+16,028 千円 となりました。 

 

Ⅴ．その他 

昨年度は、いわき市内に 2つ目の道の駅が開設されました。 

複数の道の駅がそれぞれの地域特性を活かしながら連携し合うことで、相乗

効果を生み出し、いわき市全体の魅力と回遊性をさらに高めていけるものと確

信しております。 

 

当法人といたしましては、「多様なニーズへの柔軟な対応」「地産地消の推進」

「持続可能な地域社会の構築」という、道の駅としての本質的な使命でありま

す「観光客と地域住民の双方を呼び戻すための施策」を整理し実行してまいり

ます。 


